
【緒 言】

医療技術は社会状況や技術の進歩につれて

高度化複雑化となり、その変化に看護職が対

応するには、日頃からの自己研鑽が重要な鍵

となる。そこで看護基礎教育に携わる教員に

とって、学生自らが学習する力をどのように

培っていくかが課せられた責務と考える。

基礎看護技術の科目は、看護とは何かをも

とにどのように方法論として結びつけるか、

実体験を通して看護を自覚するとともに、看

護の必要性を判断し看護方法を実践していく
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要 旨

本研究の目的は、看護技術習得に向けた自己学習の取り組みの実態を明らかにし、自己学習へ

の学習支援を検討することである。結果は、講義前に必要な知識を整理し、講義後は知識と技術

を結びつけ基礎看護技術習得へと取り組む学生が多かった。しかし、中には講義時のみで学習を

終える学生も存在することから、自己学習への動機づけとなる指導が今後の課題となる。
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看護実践力の基盤の形成に繋がる重要な専門

科目の つである。また、基礎看護技術の習

得には、看護技術の原理を理解し知る段階、

繰り返し学習し身体への定着を図り身につけ

る段階、対象の状況を見抜き応用し使う段階

の 段階があり ）、段階的に自己学習を重ね

ることが不可欠な科目でもある。

本講座での基礎看護技術の授業展開は、演

習の 週間前に、その技術習得に必要な知識

である目的や根拠、必要物品、方法などを、

学生が事前学習するように資料の提示、ビデ

オ視聴や事前デモンストレーションの実施に

よる自己練習への促しを行っている。授業当

日は、知識や技術のポイントを資料と突合せ

ながらおさえた後、各ベッドに分かれて演習

をする。その間の指導は、学生の実践を見な

がら、根拠に基づいた方法か、患者への負担

の程度など、技術状況を確認しつつ課題を明

らかにし次の練習につなげている。技術の習

得状況の評価は、中間期の技術チェックと最

終の技術試験を、複数技術を取り入れた課題

形式で実施している。しかし、これらの授業

への取り組みが、学生にとって主体的な学習

へと結びついているのか、その実態について

の把握は不十分な状況である。

そこで、本研究の目的は、看護技術習得に

向けた自己学習の取り組みの実態を明らかに

するとともに、学生の自己学習能力を高める

ための教育方法への示唆を得、効果的な学習

支援を検討することである。

【用語の定義】

自己学習とは、基礎看護技術の原理や方法

などの理解や、方法を繰り返し学習し身体に

身につけるために、学生自身が授業時間外に

行う学習行動とする。

【研究方法】

）研究対象 大学看護学生 年生 名・

年生 名で生活援助技術論を受講した学

生 名である。なお、 年生は、カリキュ

ラム改正による移行期で 年生と同時期に

受講した学生である。

）調査内容 （ ）対象者の属性 学年（ ）

演習前後における学習の取り組みの実態

演習技術項目は、 項目（前期 べッドメー

キング・清拭・陰部洗浄、後期 経管栄

養・導尿・輸液準備）であり、学習の取り

組みの内容は、 内容の整理 資料調べ

技術練習への取り組みである。

）アンケート用紙の配布方法および回収方

法 配布は授業終了後、対象者全員に説明

した後で用紙を配布し、回収は無記名で個

人封印後、設置した回収ボックスに対象者

の意思で配布後 日までに投函してもらっ

た。

）調査期間 年 月 日 月 日

）分析方法 技術項目別に記述統計量を

を使用し求めた。

【倫理的配慮】

研究の参加は自由意思であり、参加を拒否

しても学業成績など何らかの不利益を被らな

いこと、データ収集は、無記名で封筒に入れ

封印後、回収箱に入れるなど個人が特定でき

ないように配慮することなど、口頭と文書を

もとに説明を行った。倫理委員会の審査を受

け、承認を得て実施した。

【結 果】

対象者 年生 名中 名、 年生 名中

名の回答が得られ、回収率は ％（ 名）で

あった。
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）内容整理への取り組み状況

内容整理の取り組み状況について、講義

前 技術項目の平均（以下、前平均とする）

は、 全体的にした と 部分的にした

を合わせて ％（ 名）、しなかった ％

（ 名）であった。講義後 技術項目の平

均（以下、後平均とする）は、 全体的に

した と 部分的にした を合わせて ％

（ 名）、 しなかった ％（ 名）であっ

た。内容整理をした割合が最も高かった項

目は導尿の講義前 ％（ 名）で、最も低

かった項目は輸液準備講義後 ％（ 名）

であった（図 ）。

内容整理の種類について、前平均は、手

順のみ 名、 目的・根拠・手順 名、

目的と手順 名であり、後平均は、 手

順のみ 名、 目的・根拠・手順 名、

目的と手順 名であった（図 ）。

）資料調べの取り組み状況

資料調べの取り組み状況について、前平

均は、 調べた ％（ 名）、 調べなかっ

た ％（ 名）であり、後平均は、 調

べた ％（ 名）、 調べなかった ％

（ 名）であった。資料調べをした割合が

最も高かった項目は、陰部洗浄講義前 ％

（ 名）で、最も低かった項目は、ベッド

講義後 ％（ 名）であった（図 ）。

資料調べの種類について、前平均は、教

科書のみ 名、 教科書と図書館 名、

教科書と参考書 名であり、後平均は、

教科書のみ 名、 教科書と図書館

名、 教科書と参考書 名であった（図

）。

）技術練習の取り組み状況

技術練習の取り組み状況について、前平

均は、 一連の過程をした と 部分的に

した を合わせて ％（ 名）であり、 し
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図 ．講義前後別における内容整理への取り

組み状況の割合（ ）

図 ．講義前後における内容整理の種類

（上位 項目）

図 ．講義前後別における資料調べへの取り

組み状況の割合（ ）

図 ．講義前後における資料調べの種類

（上位 項目）



なかった ％（ 名）であった。後平均

は、一連の過程をした と 部分的にした

を合わせて ％（ 名）であり、 しなかっ

た ％（ 名）であった。技術練習をし

た割合が最も高かった項目は、清拭講義後

％（ 名）で、最も低かった項目は、輸

液準備講義前 ％（ 名）であった（図 ）。

練習の取り組み内容について、前平均は

流れのみ 名、 流れと部分 名、 流

れと部分と根拠 名で、後平均は 流れ

のみ 名、 流れと部分 名、 流れと

部分と根拠 名であった（図 ）。

【考 察】

内容整理や資料調べが講義前に取り組む割

合が高いことは、授業方法として、講義一週

間前に資料の配布や課題提示などを行ってお

り、演習で実施する援助技術の目的や方法を

理解し、技術の行動化に向けてイメージをし

ておくなど学生は講義前に自己学習を行う意

識が高められているものと考えられる。また、

内容整理では、手順のまとめが自己学習の中

心となっている。看護技術では、当面行う看

護の開始から終了までの一連の動作をまとま

りとし、それを看護の道具とする ）という特

徴があることから、教員は学習課題として一

連の援助方法をまとめるよう提示することが

多いことが反映していると言える。

技術練習は、講義後の取り組みが明らかに

多くなっていた。これは、講義を通して技術

の原理や方法のポイントを理解した後、技術

を身につけるための自己学習の姿であると考

えられる。ただ、項目により取り組みに差が

見られたのは、技術チェックや試験の有無が

影響を及ぼしていると考える。また、取り組

みの内容は一連の過程や流れを中心としなが

らも、講義後には、流れと部分と根拠を内容

として行う割合が増えている。これは、学生

が看護技術の原理と方法を結びつけることの

必要性を理解し練習に取り組んでいると考え

られ、学習姿勢の変化につながっているので

はないかと考えられる。

学生の自己学習の取り組みは、大部分の学

生が定着しつつあると考えられる。その一方

で講義のみで学習を終える学生が存在してい

る。知識や技術が定着し発展するためには、

繰り返し学習する必要がある。学生自身が、

課題に興味を持ち、知識・技術の習得のため

に 繰り返し学習し定着、発展させる とい

う学習の必要性が理解できるような取り組み

が求められる。自己学習は学習活動と学習効

果である学習成果や満足感に影響される ）こ

とから、看護技術を習得する過程で達成感や

自己効力感を主観的に体験でき、学生の自己

学習活動が学習効果としてつながるような指

導が必要である。
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図 ．講義前後における技術練習への取り組

み状況の割合（ ）

図 ．講義前後における練習の取り組み内容

（上位 項目）



【結 論】

．内容整理をした割合は講義前が講義後に

比べ高く、内容整理の種類は、手順を整理

した学生が最も多かった。

．資料調べをした割合は、講義前が講義後

に比べて高く、資料調べの種類は、ほとん

どが教科書を使用し、必要に応じて図書や

参考書などを利用していた。

．技術練習をした割合は講義後が講義前に

比べて高く、練習の取り組み内容は流れを

主眼にした練習をしていた。

．基礎看護技術習得に向けた自己学習の取

り組みの実態は、講義前に必要な知識を整

理し、講義後は知識と技術を結びつけ基礎

看護技術習得へと取り組む学生が多かっ

た。
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